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認知症を伴う 86 歳の女性高齢者が拒食行動を呈したため，それを改善するために応用行動分析学的な介入を
行った。その高齢者は特別養護老人ホームに入居していたが，拒食行動によって脱水症状を生じ，入院したほ
どであった。
妄想や興奮もみられたが，拒食行動を行うと介護士の関わりが増加していた。このため，薬物療法に加えて次
の応用行動分析学的な介入を行った。それは 1） 拒食行動には介護士の関わりを控える消去手続きを行う。2） 
摂食行動には言語的賞賛や身体接触を与える強化手続きを行う，といったものである。
その結果，薬物療法のみのベースライン期には拒食行動は改善しなかった。しかし，応用行動分析学的な介入
を導入してからは次第に拒食行動が減少して食事摂取量が増加し，さらにはほとんど全量を自力摂取するまで
に改善した。
認知症を伴う高齢者の拒食行動は介護者の対応に依存することがあり，それゆえ応用行動分析学的な介入によ
って改善できる可能性が示された。
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